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2007 年度 フローインジェクション分析研究懇談会 

各賞受賞者 
2007 年度 JAFIA の各賞受賞者が下記の通り決定し，2007 年 11 月 27 日（火）に千葉

大学けやき会館にて開催の Separation Sciences 2007 において表彰されました。 
受賞者の方々の栄誉を称え，ますますのご健勝とご研究のご発展をお祈りいたします。 

 
（１）FIA 学術賞 

藤原照文 氏（広島大学） 
業績「新規フローインジェクション化学発光分析法の開発」 
 
長岡 勉 氏（大阪府立大学） 
業績「フローインジェクション分析法における新規検出器の開発とその機能解析に 

関する研究」 
 
川久保 進 氏（山梨大学） 
業績「接触反応を利用する超高感度 FIA の開発と応用」 
 

（２）FIA 技術開発賞 
西野博仁・福山秀敏・生村和子・飯塚竜二 各氏（（株）エイコム） 
業績「フローインジェクション分析を支える電気化学技術の開発」 
 

（３）FIA 進歩賞 
南條陽子 氏（王子計測機器（株）） 
業績「多機能フローインジェクションバイオセンサーシステムとその応用に関する 

研究」 
 

（フローインジェクション分析褒賞委員会） 
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2007 年度 日本分析化学会フローインジェクション分析研究懇談会 
   フローインジェクション分析学術賞 
 
  川 久 保  進  君 
  Susumu KAWAKUBO 
  山梨大学大学院医学工学総合研究部 
 
1953 年山梨県に生まれる。1981 年名古屋大学大学院工学研究科博士後期課程金属工学

及び鉄鋼工学専攻単位取得(満期)退学。同年山梨大学工学部助手。1994 年同講師。1997
年同助教授。2003 年同大学大学院医学工学総合研究部助教授（改組）。2005 年同教授、

現在に至る。1989 年文部省短期在外研究員（オーストリア、ウィーン工科大学）。 
 

［業績］ 接触反応を利用する超高感度 FIA の開発と応用 
 川久保 進 君は、接触反応を利用する超高感度フローイン

ジェクシション分析法の開発と応用に関する研究を展開し、化

学分析ではこれまで困難であった ppt 域に及ぶ金属元素の

超高感度定量法を実用化してきた。一連の研究は、FIA シス

テムの開発とともに速度論的な基礎研究に基づく反応の改善

や新規反応系の開発を含み、種々の無機材料、試薬、環境

水への応用研究や新しいスペシエーション法の開発にまで及

ぶ。以下に主な研究の概略を紹介する。 
１．接触反応を利用する超高感度 FIA の開発 
 均一溶液中での目的成分の接触作用を利用する分析法

（接触分析法）は、通常の吸光光度法に比べて桁違いに感度

のよい方法であるが、再現性よく反応させるためには熟練を要

した。自動的に反応と測定ができる FIA の出現により熟練は

不要になったが、試料の分散希釈が比較的大きいため、バッ

チ法に比べて感度が悪くなりやすかった[1, 2]。そこで、V の

FIA 定量では反応条件を検討して接触作用を大きくし[3]、数

ppb までの定量を可能にした[4]。誘導期を伴うため FIA への

応用が困難な反応では、見かけ上誘導期が現れない反応条

件を見いだし[5]、2 ppb の検出限界（DL）を持つ Mn の FIA
定量を可能にした[6]。装置面からの高感度化も行い、イオン

交換カラムを使う半自動分離濃縮操作のためのフローシステ

ムを開発し、これを上記の V と Mn の定量と組み合わせて ppt
域の定量を行った[7, 8, 9]。また、感度低下の原因となる試料

の分散希釈をなくすために空気をキャリヤーとする新方式の

FIA システムを開発した[10, 11]。さらに新しい反応系の開発

も行い、没食子酸（GA）共存下の o-フェニレンジアミン

（OPDA）－臭素酸塩反応[12, 13]により DL=4 ppt の V の

FIA 定量を実用化した[14]。OPDA 共存下のアスコルビン酸

(AA)－過酸化水素反応を利用する Mo の接触定量法[15]は、

初期反応が遅いため FIA に適さなかったが、反応速度式を

基に反応条件を改善し[16]、DL=60 ppt の FIA 定量を可能

にした[17]。この他、高感度化に役立つ研究として長光路セ

ル[18]や活性炭カラム[19]を組み込むFIAの開発、多波長測

定によるベースラインノイズの低減化[20]についても研究し

た。 
２．接触反応を利用する FIA の応用 
 超高感度 FIA を開発と同時に実際試料への応用にも取り組

み、陰イオン交換カラムを組み込んだ分離濃縮フローシステ

ムを使い、雨水中の 1 ppb 以下の V を定量した[7]。陽イオン

交換分離濃縮フローシステムを使う FIA によって精製塩、塩

化ナトリウム試薬、チタン金属標準試料、各種酸試薬、半導体

用シリコンに含まれるMnの定量を可能にした[8, 9]。GA共存

下の OPDA－臭素酸塩反応を利用する V の FIA 定量法は、

分離濃縮なしに各種の天然淡水や水道水の分析に応用でき

た[14]。OPDA 共存下の AA－過酸化水素反応を利用する

Mo の FIA 定量法では、妨害イオンを効果的にマスキングす

ることによって同様の水試料に応用できるようにした[17]。従

来、接触分析では、接触反応を阻害する共存成分を除くこと

に力が注がれていたが、共存成分が目的元素と結合して触媒

活性を阻害することに着目して、反応性･非反応性を示す目

的成分の存在状態(化学結合状態)の違いを明らかにし[21]、
この識別法を利用する FIA 定量によって河川水や水道水に

含まれる反応性 Fe と非反応性 Fe の濃度と存在状態を明らか

にした[22]。 
以上、川久保 進 君の接触反応を利用する超高感度 FIA

の開発と応用に関する研究はフローインジェクション分析及び

分析化学の発展に貢献するところ顕著なものがある。 
[フローインジェクション分析褒章委員会] 
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フローインジェクション分析技術開発賞 

 

西野 博仁 君、福山 秀敏 君 

生村 和子 君、飯塚 竜二 君 

Hirohito NISHINO, Hidetosi FUKUYAMA 

Kazuko IKIMURA, Ryuji IIZUKA 

株式会社 エイコム 開発部 

 

                        福山    飯塚     生村   西野 

西野 博仁君：1973 年大阪府立大学大学院工学研究科修士修了、1986 年㈱エイコム起業に参画 

福山 秀敏君：1973 年日本大学文理学部応用物理学科卒業、1986 年㈱エイコム起業に参画 

生村 和子君：1998 年京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科卒業、同年㈱エイコム入社 

飯塚 竜二君：1994 年福岡大学大学院薬学研究科博士課程前期修了(薬学博士)、2004 年㈱エイコム入社 

 

[業績] 

フローインジェクション分析を支える電気化学技

術の開発 

 

１． 高感度電気化学検出器の開発 

 感度、安定性、再現性に優れ、容易な操作性とメンテナ

ンス性のある電気化学検出器１）を考案した。また、カーボ

ンペーストの利点を持ち、難点を克服した熱硬化樹脂にカ

ーボン粒子を分散させた電極２）を開発し、この電極での神

経伝達物質モノアミン類の高感度分析を実現した。さらに、

ポーラスカーボンを用いたクーロメトリック電解セルを開

発し、この電解セルを用いて HPLC ポストで難酸化性の 3－

ニトロチロシン（生体内一酸化窒素量の指標）を易酸化性

の 3－アミノチロシンに還元して高感度検出に成功した３）。 

２． サンプリング技術の開発 

 生体内成分の変化を経時的にモニターするためにマイク

ロ透析プローブを開発した４）。主に新規開発医薬品の投与

による実験動物脳細胞からの神経伝達成分の放出量の変化

を追跡するために広く利用されている。その他の組織から

の低分子量成分のサンプリングにも利用されている。 

３．生体内酸化窒素分析システムの開発 

 現在、有用な装置として広く世界中で使用されている。

またニトロソグルタチオンの高感度分析５）にも応用できる。 

４． 固定化酵素リアクターの開発と HPLC ポストカラムへ

の FIA 検出システムの応用 

 コリンオキシダーゼとアセチルコリンエステラーゼを同

時固定したリアクターを HPLC のポストに利用し、神経伝達

物質アセチルコリンの分析に応用して検出限界 1nM を達成

した。マイクロ透析プローブ採取試料中のアセチルコリン

分析に広く世界中で用いられている。同様の方法でグルタ

ミン酸の分析システムも構築した。 

５．電気化学 in vivo 計測 

 脳を初めとする生体の各部位での物質情報をリアルタイ

ムに in vivo 化学計測できる分析技術を開発することは、

神経系や生理メカニズムを明らかにする一つの手段になり

得ると共に新薬開発や医療にも役立つものと考えられる。

in vivo マイクロ透析サンプリング法とバイオセンサーシ

ステムを連動した連続フロー法や FIA 法システムを開発し、

グルコース、L-グルタミン酸、アセチルコリンの in vivo

計測法 6)を開発した。さらにマイクロ透析ファイバー酵素

電極 7,8)や脳内 L-グルタミン酸を高感度 in vivo 計測でき

る方法 9-11)を提案すると共に、グルコースとその代謝生成

物の L-乳酸を同時計測できる方法 12)などを開発した。 

 以上、電極や酵素法の特徴を生かし、医学・薬学関連で

の利用に適合した分析装置とその周辺技術を開発すると共

に、FIA 分析法を同分野、特に脳科学などの研究開発分野

に広げ、FIA 分析法および分析化学の発展に貢献するとこ

ろ顕著なものがある。 

（フローインジェクション分析褒章委員会） 
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